
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心がけたい ２つ のこと 

重複・多剤服薬で考えられるリスク 

 

 

 
 

 

重複・多剤服薬とは・・・？ 

 

 

 

② 受診時、『お薬手帳』は必ず持参し、 

『1 冊に』まとめて管理しましょう 
使っている薬は薬剤師に正確に伝えましょう。服用している薬の情報を

１つにまとめることで、「薬の効能の重複がないか」「飲み合わせが悪い薬

がないか」など自分の服用状況を正しくチェックし、しっかりと把握して

もらうことができます。 
 

 
徳島県保険者協議会 

💊 体への負担が大きくなる 

ご存じですか？ 

ポリファーマシーとは、多剤服

薬の中でも、特に害をなすもの。多

くの薬を服用しているために、副

作用を起こしたり、きちんと薬が

服用できなくなったりしている状

況のことをいいます。単に薬を多

く服用しているだけではない

ということがポイントです。 

○高齢者の方は特に注意が必要です 

一般的に、処方される薬が６種類以上になると

副作用のリスクが高くなるといわれています。 

心がけたい２つのポイント 

○ 効能の重複⇒薬の効き目が強くなりすぎる 

○ 必要以上の薬の服薬 

⇒気づかないうちに飲み合わせが悪くなっていた 

⇒副作用の危険が高まる 

※病気によっては治療のために必要な薬の数が６種類を超える場合もあります。

  

①『かかりつけ医』や、 

『かかりつけ薬局』を持ちましょう 
自分の病気や薬のことを把握してくれている、かかりつけの医師・薬

剤師を持つことは重複・多剤服薬の危険を回避するための第一歩です。

薬についての悩みや疑問など、気軽に相談してみましょう。 

 

 

複数の医療機関にかかっている場合、 

同じ効能の薬が重複して処方され、 

服薬すること。 

必要以上に多くの種類の薬が処方され、 

服薬すること。通常 4～6種類以上。 


